
日本建築学会北海道支部 2005年度第 2回常議員会議事録 
記録：久保田 

日時：平成 17年 9月 29日 17：30～19：30 
場所：日本建築学会北海道支部事務所（大通ダイヤビル） 
出席：支部長：城 
   常議員：飯田、塚田、南出、米田、小篠、久保田、澤田、玉木、藤原 
   代議員：南 
   総務委員長：羽山 
   事務局：菊地 
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司会：南出 
Ⅰ．報告事項 
1. 理事会・支部長会議報告              （支部長/資料 2-1） 

7/20開催。支部関連事項なし。来年、創立 120周年、神奈川大学で開催予定。 
記念事業開催予定（関連 2-8） 

2. 支部経理報告                   （羽山/資料 2-2） 
指摘なし 

3. 各事業の進捗状況について             （司会/資料なし） 
事業主査連絡会議開催予定(10/中：小篠幹事)。 
次回常議員会(12/5)までに各主査と連絡を取り合い情報収集願う 

4. 建築文化週間について               （司会/資料 2-3） 
補足事項なし 

5. 後援依頼について                 （支部長/資料 2-4） 
前回結論出ず。支部長判断で断った旨報告 

6. 奥尻町災害委員会市民企画講座開催について     （南/資料 2-10） 
本部との共催。10/14・15シンポジウム・体験学習・現地見学会 
10月号に会告として掲載予定。奥尻町民との連携を目的。支部長挨拶予定。 

7. その他 
特になし 
 

Ⅱ．審議事項 
1. 前回議事録の確認                 (小篠/資料 2-5) 
議事録(案)を訂正なしで承認 

2. 特色ある支部活動について             （司会/資料 2-6） 
本部で総額 100万の予算。各支部からの提案を受け 1～2件/年採択。 
環境工学専門委員会からの提案を学術委員会で承認。 
具体的な提案内容となるよう、提案書の補強を支部長より要請 
雪氷関連は当支部の特徴にもなるであろう 

3. 後援依頼について              （司会/回覧資料） 
・ （社）北海道建築技術協会 
「第 2回限界耐力設計法＋講演会」9/28開催 

・ 旭川まちなみ推進委員会  
「第 16回旭川作品発表会」11/16開催予定 

2件承認 



 
Ⅲ.申請審議事項 
1. 構造専門委員会主催見学会の開催について    （司会/資料 2-7） 
平成 17年度施工現場見学会 10/19開催予定  承認 
 

Ⅳ．議題 
1. 日本建築学会大賞候補者の推薦について：支部長 
道工大・柴田学長を支部からの推薦候補者としたい（建築教育の業績） 
その他の候補者がいれば 12/8の常議委員会までに提案（次回、討議） 

2. 長期戦略ワーキングについて：支部長 
早々に開催すべく、常議委員会後に日程調整 
量より質の向上を目指す。実務者向け戦略の不足を感じる 
次回報告予定 

3. 支部企画行事の CPDプログラム化について：司会+支部長 
AIJ-JIAで協議。作品発表会を CPD対象とすべく提案 
CPDプログラムを持っている団体に少なくとも 2ヶ月前に知らせる必要がある 
定例的なものは年度初めに各団体に連絡する予定 
CPDプログラムにする手順や連絡方法については幹事会で協議 

4. 日本建築学会創立 120周年記念事業の支部協力について：資料 2-8 支部長 
2006年 4月 7日に記念式典 
記念建築文化週間事業を各支部で企画・実施。10/20の理事会に向けて何かないか 
（以下意見） 
各支部で足並みが揃うのか、また、案にあるような内容を全部できるのか 
専門委員会を作って対応する必要があるのではないか 
過去の実績を整理して報告してはどうか 
本部企画を支部で実施してくれないだろうか 
他の団体との連携の可能性はないか 
時期・予算も未定 
以上を踏まえ、メールでアイデアを集約することとなった 

5. 日・韓・中建築士協議会派遣員について：資料 2-9 支部長 
2005年 10月 18日 第 9回 （札幌会議）が開催される 
10/19 フェアウェルパーティーへの出席要請あり（支部長出席予定） 
10/18の会議にも参加期待。参加予定者は 10/3までに支部長へ連絡 

6. 次期役員選挙（代議員および常議員）について：支部長 
12/10までに候補者を本部に報告する必要あり 
支部長候補：絵内（北大）  内諾済 
常議員 7名交代  8名の候補者が必要 
代議員 3名交代  4名の候補者が必要 
常議員については、うち 2名に幹事となってもらう 
会員であれば年齢など不問。いろいろな専門分野からバランスよく出るのが理想 
候補者を各議員で検討整理して、次回常議員会（12/5）で最終案を決める予定 

7. その他 
・事業連絡会関連：小篠幹事 
北海道建築賞の表彰式時期について、現在中断している授賞者講演を再開したい 
作品発表会での発表はできないだろうか、また、表彰式を 5月の総会でやるべきかどうか  
現在、（募集）11/1～12/1 → 3月決定 → 5月表彰 
（以下意見） 
・ 作品発表会と授賞者講演は趣旨が違うので、ムリに一緒にやる必要はないのでは 
・ 決定後半年以上時間が経過するのでは時期を逸するのではないか 
・ 建築文化週間の企画とすることはできないか 
・ 5月からそう遠くない時期ではどうか 
以上を踏まえ、小篠幹事が事業主査と議論を継続 
 

以上 


